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②上原濡原遺跡 ⑦赤道渡呂寒原屋取古集落⑥赤道渡呂寒原古墓群

⑨神山トゥン遺跡⑧神山テラガマ洞穴遺跡

⑫宜野湾メーヌカー古湧泉 ⑬神山クシヌカー古湧泉 ⑭宜野湾並松街道 普天満宮

①伊佐上原遺跡群

⑩神山後原ウシナー跡 ⑪宜野湾クシヌウタキ遺跡

③野嵩タマタ原遺跡

⑤新城シマヌカー古湧泉

④新城古集落　　
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昔の名残りがここにある！？

①伊佐上原遺跡群
約 5000 年前から沖縄戦前までのムラ・畑・道のあと

や墓などがきれいに残っています。

②上原濡原遺跡
沖縄で最も古い（約 2800 年前）畑のあとだと考えら

れているところです。

④新城古集落
沖縄戦前の家の囲い（木や石積み）があり、地中に

は約 300 年前のムラのあとが残されています。

⑤新城シマヌカー古湧泉
琉球石灰岩（サンゴからできた）台地の斜面地のへり

にあるウリカー（階段でおりる形の古いわき水）です。

⑦赤道渡呂寒原屋取古集落
ここには昔の人達の生活がわかる伝統的なムラのあ

とが残されています。

⑥赤道渡呂寒原古墓群
自然のほらあなや人工的にほったものなど古いお墓

があります。

③野嵩タマタ原遺跡
約 500 年前の畑のあとがあります。沖縄の農技術の

移り変わりを知れる重要な畑あとです。

⑩神山後原ウシナー跡
沖縄の伝統的な遊びであるとう牛。昔のとう牛をし

た場所がきれいに残っているただ一つの場所です。

⑨神山トゥン遺跡
村の先祖を祭る石のほこらがきれいに残っており、

昔のおがみを知ることができる重要な場所です。

⑧神山テラガマ洞穴遺跡
普天満宮の祭神である女神伝承を伝えるなど、大切

な場所でいのりの対象です。

⑪宜野湾クシヌウタキ遺跡
ウタキ（御嶽）は祖先をまつるところです。

⑫宜野湾メーヌカー古湧泉
わき出た水は飲み水、お風呂、洗濯の水の３つの水

そうに流れ込み、ムラ人たちの生活に欠かせない場

所でした。

⑬神山クシヌカー古湧泉
わき水は生活用水だけではなく、産湯・死者の浴水・

はしかの手当にも使われていました。

⑭宜野湾並松街道
琉球王国時代、首里から普天満宮へお参りするため

の道でした。約 3000 本の琉球松が植えられその美

しさから国の天然記念物に指定されていました。

現在は残っていません。

※今わかっているものや類推したもので、 確定したものではありません

普天満宮
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普天間飛行場内には、宜野湾集落、神山集落、

新城集落の３つの集落がかつて存在していました。
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緑地が風から

集落や畑を

守っていた⁉

畑

 　まとまった緑地やついたてのよ

うに木が植えられたところは、 農

地を北風から守るためと考えられ

ます。
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海風

 　西側の斜面にある緑地は、 西海岸から

強くふき上げる海風を和らげています。
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 　並松街道は、 普天満宮へお参りに行

く道の景色づくりだけでなく、 北風を

和らげる効果を上げるために琉球松

が植えられたと考えられます。
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 　ムイ （森） とシリガーラの斜面にある緑地は、 東北東

からふく風から、 それぞれの集落を守っていました。
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屋敷林屋敷林

 　集落の屋敷は、そのほとんどが南側から入る つくり

でした。 北側には屋敷林があり、冬は冷たく強い北風

をさえぎり、 夏は涼しい南風を取りこんでいました。 

屋敷林の他にも、 石がきの屋敷囲いや、 土塀の上に

屋敷林を植えていた家も多くありました。
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地形と緑を活かした集落のひみつ
　普天間飛行場となる前の集落の模型を製作し、昔の人たちの生活の知恵を明らかにしました。
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